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住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制
の
拡
充

【
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
の
見
直
し

（
ふ
る
さ
と
納
税
）】

都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
金
で
、
５

千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
割
額
の
お
お

む
ね
１
割
を
限
度
と
し
て
所
得
税
と
合
わ
せ
て
控
除

す
る
も
の
で
す
。
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
に
は
、
寄

附
を
行
っ
た
方
が
、
地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る
領

収
書
等
を
添
付
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
の
軽
減

税
率
の
廃
止
及
び
損
益
通
算
の
範
囲
の

拡
大
に
つ
い
て

【
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
の
軽
減
税
率
の
廃
止
】

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
に
係
る
税
率
は
、

軽
減
税
率
10
％
（
所
得
税
７
％
　
住
民
税
３
％
）
が

適
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。
平
成
21
年
以
降
は
原
則

20
％
（
所
得
税
15
％
　
住
民
税
５
％
）
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
21
、
22
年
分
の
２
年
間
（
平
成
22
、

23
年
度
）
は
次
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
上
場
株
式
等
の
配
当

１
０
０
万
円
以
下
の
配
当
に
つ
い
て
、
10
％
（
所

得
税
７
％
住
民
税
３
％
）
を
適
用

●
上
場
株
式
等
の
譲
渡
益

５
０
０
万
円
以
下
の
譲
渡
益
に
つ
い
て
、
10
％

（
所
得
税
７
％
住
民
税
３
％
）
を
適
用

【
損
益
通
算
】

（
平
成
22
年
度
以
降
か
ら
適
用
）

上
場
株
式
等
の
譲
渡
損
失
と
、
配
当
と
の
間
の
損

益
通
算
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
申
告
に
よ
る
方
法

所
得
税
は
平
成
21
年
分
か
ら
、
住
民
税
は
平
成
22

年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
特
定
口
座
を
活
用
す
る
方
法

所
得
税
・
住
民
税
と
も
平
成
22
年
１
月
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

改正前 

改正後 

所得控除方式により 
「寄附金－10万円」
を総所得金額等の合
計から所得控除 

総所得金額等の25％ 

総所得金額等の30％
（地方公共団体に対
する寄附金以外の寄
附金との合計額） 

税額控除方式により、
次の①と②の合計額 
①「寄附金－５千円」
　×10％ 
②「寄附金－５千円」
　×（90％－所得税の
　税率（0％～40％）） 
※②の額は、住民税所得
　割額の1割を限度 

10万円 

控除方式 

適用 
下限額 

控除対象 
限度額 

控除方式 

５千円 
適用 
下限額 

控除対象 
限度額 

平
成
21
年
度

住
民
税
の

住
民
税
の
 

　
税
制
改
正
に
つ
い
て

　
税
制
改
正
に
つ
い
て
 

住
民
税
の

住
民
税
の
 

　
税
制
改
正
に
つ
い
て

　
税
制
改
正
に
つ
い
て
 

住
民
税
の
 

　
税
制
改
正
に
つ
い
て
 
税
務
住
民
課
（
5
8
）
8
2
0
１
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住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
に
つ
い
て

今
後
の
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
公
的
年
金
を

受
給
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜

を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
に
お
け
る
徴
収
の
効
率

化
を
図
る
観
点
か
ら
、
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

【
実
施
時
期
】

平
成
21
年
10
月
よ
り
実
施

【
対
象
者
】

当
該
年
の
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
老

齢
基
礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
等
に
お
い
て
は
、
特
別

徴
収
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
当
該
年
度
分
の
老
齢
等
年
金
給
付
の
年
額
が
18
万

円
未
満
で
あ
る
方
。

②
当
該
市
町
村
の
行
う
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象

被
保
険
者
で
な
い
方
。

③
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
等
年
金
給
付

の
年
額
を
超
え
る
方
。

【
特
別
徴
収
の
対
象
年
金
】

老
齢
基
礎
年
金
等

【
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
税
額
】

公
的
年
金
等
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
と
均
等
割
額

【
特
別
徴
収
を
開
始
す
る
年
度
に
お
け
る
徴
収
】

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
年
度
ま
た
は
、
新
た
に
対

象
者
と
な
っ
た
年
度
は
、
年
度
前
半
に
普
通
徴
収

（
６
月
、
８
月
）、
年
度
後
半
の
年
金
支
給
月
（
10
月
、

12
月
、
２
月
）
に
特
別
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。
21
年

度
は
全
て
の
方
が
こ
の
徴
収
方
法
に
な
り
ま
す
。

（
図
１
）

【
特
別
徴
収
を
前
年
度
か
ら
継
続
す
る
徴
収
】（
２
年

目
以
降
）

①
年
度
前
半
の
年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
）

に
、
前
年
度
後
半
に
特
別
徴
収
税
額
の
３
分
の
１

ず
つ
を
仮
徴
収
し
ま
す
。

②
年
度
後
半
の
年
金
支
給
月（
10
月
・
12
月
・
２
月
）

に
年
税
額
か
ら
当
該
年
度
前
半
の
特
別
徴
収
税

額
を
控
除
し
た
額
の
３
分
の
１
ず
つ
を
本
徴
収

し
ま
す
。（
図
２
）

●年度前半において年税額の１／４ずつを、６月・８月に普通徴収により徴収
●年度後半において年税額から普通徴収した額を控除した額を、10月・12月・２月
における老齢基礎年金等の支払ごとに特別徴収により徴収

税額 

普通徴収 特別徴収 

６月 

平成 

21年度 ８月 10月 12月 ２月 

年税額の 
１／４ 

〃 
１／４ 

〃 
１／６ 

〃 
１／６ 

〃 
１／６ 

●４月・６月・８月においては前年の10月から３月までに徴収した額を、10月・12
月・２月においては年税額から仮徴収した額を控除した額の１／３ずつを老齢基
礎年金等の支払ごとに特別徴収により徴収

税額 

仮徴収 本徴収 

特別徴収 

４月 ８月 10月 12月 ２月 

〃 
 

１／３ 

〃 
 

１／３ 

〃 
 

１／３ 

６月 

〃 
 

１／３ １／３ １／３ 

平成 

22年度 

前年の10月
から翌年3月
までに徴収し
た額の 

年税額から仮
徴収した額を
控除した額の 

図１

図２
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減
価
償
却
費
の
計
算
方
法
の

改
正
に
つ
い
て

平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
取
得
し
た
減
価
償
却

資
産
の
償
却
方
法
に
つ
い
て
、
償
却
可
能
限
度
額

（
取
得
価
額
の
95
％
相
当
額
）
及
び
残
存
価
額
が
廃

止
さ
れ
、
耐
用
年
数
経
過
時
点
に
お
い
て
１
円
ま
で

償
却
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【
減
価
償
却
費
の
計
算
方
法
】

平
成
19
年
３
月
31
日
以
前
に
取
得
し
た
減
価
償
却

資
産
に
つ
い
て
、
各
年
分
に
お
い
て
前
年
末
ま
で
の

減
価
償
却
費
の
累
計
額
が
償
却
可
能
額
（
取
得
価
額

の
95
％
に
相
当
す
る
額
）
に
達
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
達
し
た
年
分
以
後
に
お
い
て
、
次
の
算
式
に
よ
り

計
算
し
た
金
額
を
減
価
償
却
費
と
し
て
償
却
を
行

い
、
１
円
ま
で
償
却
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
20
年
（
平
成
21
年
度
）
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
。

（
取
得
価
額

―

取
得
価
額
の
95
％
相
当
額

―
　
１

円
）
÷
５
＝
減
価
償
却
費

計算例
平成15年1月に耐用年数が４年（償却率0.250）の軽トラック（新品）を100万円で購入した場合

（1,000,000円－950,000円－1円）÷5≒10,000円（A）

※未償却残高が1円になるまで償却しますので、平成24年分の減価償却費は、9,999円となり

ます。（Ｂ）

年　　分 

取得価額 

期首未償却残高 

減価償却費 

期末未償却残高 

 

－　  

225,000 

775,000

・・ 

 

・・ 

・・ 

・・ 

15年分 18年分 19年分 20年分 21年分 22年分 23年分 24年分 

1,000,000

325,000 

225,000 

100,000

100,000 

50,000 

50,000

50,000 

Ａ 10,000 

40,000

40,000 

10,000 

30,000

30,000 

10,000 

20,000

20,000 

10,000 

10,000

10,000 

Ｂ 9,999 

1

秋
の
夜
長
、
読
書
が
似
合
う
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
旬
の
本
・
話
題
の
本

を
取
り
揃
え
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録
が

必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

ビ
ィ
ッ
キ
ー
・
マ
イ
ロ
ン
「
図
書

館
ね
こ
デ
ュ
ー
イ
」、
畠
中
　
恵

「
ね
こ
の
ば
ば
」、
五
木
寛
之
「
レ

ッ
ス
ン
」、
唯
川
　
惠
「
瑠
璃
で

も
な
く
、
玻
璃
で
も
な
く
」、
平

岩
弓
枝
「
新
御
宿
か
わ
せ
み

華

族
夫
人
の
忘
れ
も
の
」、
雫
井
脩
介
「
犯
罪
小
説

家
」、
楊
　
逸
「
時
が
滲
む
朝
」、
星
野
　
夏
「
プ

レ
ゼ
ン
ト
」、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
「
東
京
タ
ワ

ー
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
た
日
」、
浜
　
文
子
「
育

母
書
」、
岡
田
　
淳
「
あ
か
り
の
木
の
魔
法
」、
君

島
十
和
子
「
十
和
子
塾
」、
水
野
敬
也
「
夢
を
か

な
え
る
ゾ
ウ
」、
金
本
知
憲
「
覚
悟
の
す
す
め
」、

姜
　
尚
中
「
悩
む
力
」

（
児
童
書
）
上
橋
菜
穂
子
「
獣
の
奏
者
王
獣
編
2
」

（
絵
　
本
）
武
鹿
悦
子
「
ど
ん
ぐ
り
と
ん
ぽ
ろ
り

ん
」、
角
野
栄
子
「
小
さ
な
魔
女
か
ら
の
手
紙
」、

ア
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン
他
「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の

ち
い
さ
な
と
も
だ
ち
」、
み
や
に
し
た
つ
や
「
お

と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

（
健
　
康
）
上
野
絋
郁
「
脱
メ
タ
ボ
目
指
せ
！
理

想
体
系
」、
角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ
「
カ
ラ
ダ
の
キ
モ

チ
」図

書
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、

購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

玉
城
町
図
書
館
（
５
８
）
８
２
１
２

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ
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■
職
員
の
採
用
状
況

職
員
の
採
用
は
、
行
政
需
要
の
動
向
や
今
後
の
退
職
者
数
な

ど
を
考
慮
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
中
に
は
、
単
純

労
務
職
２
人
、
医
療
職
１
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
20
年
４
月
１
日
の
職
員
新
規
採
用
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■
職
員
の
退
職
状
況

平
成
19
年
度
中
（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
20
年
３
月
31
日
）

の
職
員
退
職
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
勤
務
時
間

週
40
時
間
勤
務
で
、
１
日
の
勤
務
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
目
的
に
午

後
７
時
ま
で
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
勤
務
時

間
帯
を
ず
ら
す
な
ど
、
業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
勤
務
形
態

を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
休
暇
制
度

休
暇
に
は
大
き
く
次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
年
次
有
給
休
暇：

１
年
（
暦
年
）
あ
た
り
20
日
間
の
年
次
有

給
休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
残
数
が
あ
る
場
合
は
、
20
日
を

限
度
と
し
て
翌
年
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
病
気
休
暇：

病
気
療
養
に
必
要
な
期
間
（
90
日
以
内
）
に
つ

い
て
有
給
で
与
え
ら
れ
ま
す
。

③
特
別
休
暇：

特
定
の
事
由
に
基
づ
い
て
有
給
で
認
め
ら
れ
ま

す
。
結
婚
休
暇
、
忌
引
休
暇
、
産
前
・
産
後
休
暇
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
休
暇
、
夏
季
休
暇
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

④
介
護
休
暇：

配
偶
者
な
ど
の
介
護
が
必
要
な
期
間
（
連
続
し

て
６
カ
月
以
内
）
に
つ
い
て
無
給
で
あ
た
え
ら
れ
ま
す
。

■
分
限
処
分

分
限
処
分
は
、
公
務
能
率
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

心
身
の
故
障
や
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
な
ど
、
一
定
の
事

由
が
あ
る
場
合
に
、
職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益
な
身
分
上
の

変
動
を
も
た
ら
す
処
分
で
す
。
そ
の
種
類
と
し
て
、
免
職
、
降

任
お
よ
び
休
職
が
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
分
限
処
分
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
懲
戒
処
分
の
状
況

懲
戒
処
分
は
、
職
員
が
法
令
や
職
務
上
の
義
務
な
ど
に
違
反

し
た
場
合
に
道
義
的
責
任
を
問
う
こ
と
に
よ
り
、
公
務
に
お
け

る
規
律
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
処
分
で
す
。

そ
の
種
類
と
し
て
、
免
職
、
停
職
、
減
給
お
よ
び
戒
告
が
あ

り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、

今
後
と
も
服
務
規
律
の
遵
守
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
不
祥
事

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
厳
正
に
処
分
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
懲
戒
処
分
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

職
員
の
給
料
、
人
事
行
政
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
職

停
職

減
給

戒
告

計

０

０

１

０

１

０ 免
職

０ 降
任

１ 休
職

１ 計

７

定
年
退
職

３

普
通
退
職

０

勧
奨
退
職

10 計

医
　
療
　
職

１

単
純
労
務
職

２

一
般
行
政
職
（
事
務
）

０

区
　
分

採
用
人
数

玉
城
町
職
員
の
人
事

行
政
、
給
与
は
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す

地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と
し

て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間
と
の

比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か
の
地
方

公
共
団
体
の
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
、

な
ら
び
に
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

町職員の 
勤務状況 
町職員の 
勤務状況 
町職員の 
勤務状況 

総務課（58）8200
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給 
　 
　 
　 
与 

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額状況 

職員の初任給の状況  職員1人当たりの額  
（平成20年4月1日現在） 

（一般行政職） 

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を 
　100とした場合の当町職員の給与水準 

（注）・標準的な職務の内容とは、標準職務表による代表的な職名を示しています。 
　　　・町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

職員の級別職員数の状況 
給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。 

（平成20年4月1日現在） 

（平成19年度決算額） 

（平成20年4月1日現在） 

（注）給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。 

区　　分 一般行政職員 技能労働職 医　療　職 

平均給料月額 

平均給与月額 

平 均 年 齢  

316,404円 

341,077円 

41歳9月 

区　　分 1級 

標準的な職務の内容 

一般行政職 

 

技能労務職 

 

医 療 職  

職員数(人) 

 

職員数(人) 

 

職員数(人)

構成比 

 

構成比 

 

構成比 

主事 

雇 

3 

3.3% 

0 

0.0% 

0 

0.0%

2級 

主事 

5 

5.4% 

0 

0.0% 

1 

11.1%

3級 

主査 

主事 

61 

66.3% 

23 

100.0% 

6 

66.7%

4級 

主幹 

所長 

11 

12.0% 

－ 

－ 

2 

22.2%

5級 

主幹 

6 

6.5% 

－　 

－　 

0 

0.0%

6級 

参事 

6 

6.5% 

－　 

－　 

－　 

－   

 

計 

92 

100.0% 

23 

100.0% 

9 

100.0%

区　分 

高校卒  

短大卒  

大学卒  

140,100円 

152,800円 

172,200円 

職員1人当たりの給料 

職員1人当たりの給与 

ラスパイレス指数  

3,906,000円 

5,696,000円 

95.0140,100円 

152,800円 

172,200円 

285,697円 

290,730円 

54歳6月 

300,131円 

312,901円 

42歳1月 

町 国 

初任給 初任給 
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区　　分 

職員給与費の状況 

（注） 人件費には、一般会計の給与のほか、町長、副町長、 
議会議員等の特別職に属する職員の給料、報酬等を 
含んでいます。 

（注） 期末・勤勉手当の支給割合および 
退職手当の支給率は国と同じです。 
 

※町長、副町長、教育長の給料については、平成18年7月1日 
　から平成22年4月18日まで、5/100を減額しており、 
（　）内は減額後の額です。 

（平成20年度一般会計当初予算） 

特別職の報酬等の状況 

期末・勤勉手当、退職手当の状況 

（平成20年4月1日現在） 町議会議員の報酬等の状況 （平成20年4月1日現在） 

扶養手当、住居手当、通勤手当 （平成20年4月1日現在） 

手 

当 

特 

別 

職 

　 

　 

　 
　 

給与費総額 
757,344千円 給料 

460,587千円 

投開票事務手当 
495千円 

勤勉手当 
61,910千円 

期末手当 
123,812千円 

管理職手当 
10,080千円 

時間外勤務手当 
10,299千円 

退職手当組合負担金 75,968千円 

扶養手当8,304千円 

住居手当 0円 

児童手当 3,885千円 

通勤手当 1,328千円 

管理職特別勤務手当 338千円 
特勤手当 338千円 

給料月額等 期末手当 

給料 

期末・ 
勤勉手当 

退職手当 

町　長 

副町長 

教育長 

780,000円 
(741,000円) 06月期 

 
12月期 
 
計 

 
06月期 
12月期 
 
計 

期末 
1.4月分 
1.6月分 
 

3.0月分 

 
0.75月分 
0.75月分 

 
1.5月分 

勤勉 

 
最高限度額 
勤続20年 

25年 
35年 

定年・勧奨 
59.28月分  
27.3月分  
42.12月分  
59.28月分  

2.1月分 
 

2.3月分 
 

4.4月分 

590,000円 
(560,500円)

525,000円 
(498,750円)

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置有り 

（平成20年度支給割合） 

（平成20年度支給率） 

報酬月額 期末手当 

報酬 

議　長 

副議長 

委員長 

議　員 

280,000円 

215,000円 

205,000円 

195,000円 

06月期 
 

12月期 
 
計 

1.4月分 
 

1.6月分 
 

3.0月分 

区　　分 

区　　分 

扶養手当 

住居手当 

 

通勤手当 

配偶者 

配偶者以外の扶養親族２人まで 

配偶者のない場合の１人目 

満16歳以上22歳までの子について（加算額） 

平成17年度から廃止 

 
交通機関利用者

 

 

 

 

 

 

 
自家用車等の利用者 

13,000円 

6,500円 

11,000円 

5,000円 

 

実費 

最高55,000円 

2,000円 

4,100円 

6,500円 

8,900円 

11,300円 

13,700円 

16,100円 

18,500円 

20,900円 

21,800円 

22,700円 

23,600円 

55,000円未満 

55,000円以上 

片道６㎞～10㎞未満 

片道10㎞～15㎞未満 

片道15㎞～20㎞未満 

片道20㎞～25㎞未満 

片道25㎞～30㎞未満 

片道30㎞～35㎞未満 

片道35㎞～40㎞未満 

片道40㎞～45㎞未満 

片道45㎞～50㎞未満 

片道50㎞～55㎞未満 

片道55㎞～60㎞未満 

片道60㎞以上 

内　　容 

人件費の状況 （平成19年度普通会計決算） 

42.5%

7.8%

24.2%

12.7% 

12.8%

その他 
1,785,661千円 

歳出額 
4,203,635千円 

人件費 
1,015,637千円 

投資的経費 
533,077千円 

公債費 
539,775千円 

扶助費 
329,485千円 
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５
回
全
国
ま
こ
も
サ
ミ
ッ
ト
が
、

10
月
２
日
、
３
日
の
両
日
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
ま
こ
も
の
生
産
者
、

研
究
機
関
な
ど
関
係
者
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
ま
こ
も
サ
ミ
ッ

ト
in
玉
城
２
０
０
８
」
実
行
委
員
会

（
実
行
委
員
長：

ジ
ザ
ニ
ア
水
生
植
物
研

究
会
三
枝
正
彦
　
会
長
）
の
主
催
、
町

と
町
商
工
会
の
共
催
で
開
か
れ
た
も
の

で
、
水
田
転
作
作
物
と
し
て
注
目
さ
れ

Ta
m

a
k

i To
w

n
 R

ep
o

rt
注
目
の
話
題 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

房
「
ア
グ
リ
」
に
お
い
て
現
地
研
修
会

が
あ
り
、
実
際
の
ま
こ
も
栽
培
の
ほ
場

を
見
学
す
る
な
ど
ま
こ
も
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
、
農
業
農
村

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
、
ま
こ
も

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
条
件
を
生
か
し

た
特
産
作
物
を
生
産
す
る
取
組
み
が
広

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

つ
つ
あ
る
ま
こ
も
の
栽
培
普
及
や
、
ま

こ
も
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
、
消

費
者
へ
の
情
報
発
信
や
地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
日
目
は
、
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
全
体
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
県
内
で
の
ま
こ
も
の
栽
培

と
利
用
に
つ
い
て
の
取
組
み
の
発
表
、

ま
こ
も
料
理
の
試
食
、「
ま
こ
も
の
機
能

性
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
静
岡
大
学
大

学
院
　
河
岸
洋
和
　
教
授
の
講
演
の
ほ

か
、
生
産
地
情

報
と
し
て
長
野
、

岐
阜
、
青
森
、

新
潟
各
県
で
の

取
り
組
み
事
例

の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
は

伊
勢
市
二
見
町
、

玉
城
町
山
神
、

ふ
る
さ
と
味
工

「
ま
こ
も
サ
ミ
ッ
ト
in
玉
城
２
０
０
８
」
開
催

第

栽培地を見学する参加者（山神）

講演する河岸教授

試食会で出されたまこも料理

前
玉
城
町
議
会
議
長

淺
野
仁
さ
ん

旭
き
ょ
く

日じ

つ

双
光
章

そ

う

こ

う

し

ょ

う

受
章

淺
野
仁
さ
ん
（
殿
町
71
歳
）
は
、

昭
和
58
年
か
ら
平
成
19
年
ま
で
連
続

６
期
24
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と

し
て
、
ま
た
平
成
７
年
か
ら
11
年
間

に
わ
た
り
町
議
会
議
長
と
し
て
在
職

し
、
町
行
政
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
た
と
し
て
、
11
月
３
日
、
秋
の

叙
勲
伝
達
式
で
「
旭
日
双
光
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

益
々
の
ご
壮
健
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

旭日双光章を受章された淺野前議長
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マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
及
び

レ
ジ
袋
有
料
化
の
協
定
を
締
結

月
６
日
、
松
阪
市
嬉
野
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

運
動
及
び
レ
ジ
袋
有
料
化
に
関
す
る
協

定
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
１
市
５
町
（
松
阪
市
・
多
気

町
・
明
和
町
・
大
台
町
・
玉
城
町
・
大

紀
町
）
の
首
長
及
び
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
13
事
業
者

が
出
席
し
、
協
定
の
締
結
が
行
な
わ
れ
、

１
市
５
町
の
マ
イ
バ
ッ
グ
合
同
検
討
会

「
も
っ
て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
グ
検
討
会
」

の
座
長
を
務
め
る
朴
恵
淑
　
三
重
大
学

学
長
補
佐
（
教
授
）
か
ら
各
事
業
者
に

協
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
事
業
者
（
協
力
店
舗
を
含
む
）
は
、

11
月
11
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
行

い
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
レ
ジ
袋

辞
退
率
70
│
80
％
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

町
で
は
、
レ
ジ
袋
辞
退
率
70
％
を
目

標
に
街
頭
・
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
小
売
店
等
の
レ
ジ
袋
有
料

化
実
施
店
及
び
レ
ジ
袋
削
減
取
組
店
の

拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

月
17
日
、
度
会
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

大
会
が
阿
曽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大

紀
町
）
で
行
わ
れ
、
玉
城
チ
ー
ム
が
個

人
・
総
合
の
２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

度
会
郡
の
４
町
（
玉
城
町
・
度
会
町
・

大
紀
町
・
南
伊
勢
町
）
か
ら
20
チ
ー
ム
が

リ
ー
グ
戦
を
争
い
、
優

勝
（
玉
城
Ｅ
）
・
準
優

勝
（
玉
城
Ｂ
）、
２
位

以
下
に
10
点
差
を
つ
け

て
総
合
優
勝
。

玉
城
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
部
（
代
表
　
松

田
卯
七
さ
ん
）
は
平

成
13
年
に
設
立
し
、

現
在
の
部
員
数
は
34

人
。
毎
週
火
・
土
曜

日
午
前
９
時
か
ら
屋

内
体
育
館
２
階
で
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
・
全
国

の
大
会
も
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
、
今
後
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

10 玉
城
チ
ー
ム
が
個
人
・
総
合
の
２
冠
達
成

度
会
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

10

協定を交わす関係者マイバッグＰＲキャンペーン

老人クラブ連合会カローリング部のみなさん
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ご案内ご案内 Telephone Guide
年末年始閉庁期間中役場へご用の方は TEL 58-8213へ

月・木コース 火・金コース

可　燃　物 12月29日（月） 12月30日（火）

カン・金属類 12月17日（水）

プラスチック 12月26日（金）

ペットボトル 12月25日（木）

田丸・有田地区 外城田・下外城田

古紙・布類 12月25日（木） 12月26日（金）

月・木コース 火・金コース

可　燃　物 １月５日（月） １月６日（火）

カン・金属類 １月07日（水）

プラスチック １月09日（金）

ペットボトル １月08日（木）

田丸・有田地区 外城田・下外城田

古紙・布類 １月８日（木） １月９日（金）

●ごみの収集
年末最終日

年始初日

●伊勢広域環境組合清掃工場 TEL（37）1218
年末 １２月３０日（火）まで

午後４時４５分まで受け入れ
＜２３日（火）・２７日（土）・２８日（日）を除く＞　
年始 １月　５日（月）から
年末は例年大変混雑し、長時間お待ちいただく
ことがあります。早目の搬入にご協力ください。

●伊勢広域環境組合斎場（火葬場）TEL（28）5120
１月１日のみ休業

●上下水道業務　　　　　 TEL（58）8207
使用者の管理内（メーターより屋内側）で発
生した水道管の破裂等については、直接指定給
水装置工事事業者へ修理をご依頼ください。
また、本管側（メーターより道路側）での破
裂については役場もしくは下記の工事事業者に
ご連絡ください。
１2 月 （株）玉城建設工業 TEL（58）3103
１月 高 口 水 道（有） TEL（58）3403
水道管が凍結・破裂しやすい季節となってき
ました。屋外に露出した水道管には、保温材を
つけるなど凍結防止対策をお願いします。

保健・福祉

●健康管理センター　　　　 TEL（58）7373
●地域包括支援センター
役場業務に同じ

●保育所
役場業務に同じ

●保健福祉会館・ふれあいホール TEL（58）8000
年末 １２月２６日（金）まで
年始 １月　５日（月）から

●さくら児童館　　　　　　TEL（58）8527
梅がおか児童館　　　　　TEL（58）8345
いなほの郷児童クラブ室 TEL（58）3956
年末 １２月２６日（金）まで

ただし、さくら児童館は２７日（土）まで
年始 １月　５日（月）から

●社会福祉協議会　　　　　TEL（58）6915
年末 １２月２６日（金）まで
年始 １月　５日（月）から
ことぶき人材センター、福祉バス運行も同じ。

●休日応急診療所
（伊勢市八日市場：伊勢市福祉健康センター）
内科・小児科　TEL（25）8795
１２月３１日～１月３日（昼・夜）
※夜間は年間を通じて変更ありません

歯科　　　　　TEL（27）0829
12月31日～１月３日（昼のみ）
その他の診療科目は「救急医療システム」

TEL（２８）１１９９へ

●玉城病院 TEL（58）3039
年末 １２月２６日（金）午前まで
年始 １月　５日（月）から

※１２月３０日（火）は午前中診察いたします。
年末年始の急患は、来院される前にご連絡くだ
さい。

資源びん・ガラ
ス・くずびん
類・陶磁器類

12月24日（水）

資源びん・ガラ
ス・くずびん
類・陶磁器類

１月14日（水）

●医療ネットみえ
0800-100-1199（通話料無料）
携帯　http://www.99.pref.mie.jp/k/
Lモード　　　　〃　　　　 /L/
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日増しに寒さが募ってまいりました。早

いもので、もう師走であります。

日々、メディアでは様々な情報が行き交

っておりますが、何が必要か “見極める”

ことが重要であります。

10月2～3日に「第5回全国まこもサミッ

ト」が当町をメイン会場に開催され、全国

から300名余りの方々が集いました。また

11月13～14日には「第11回全国農業担い

手サミットinみえ」が開催され、14日には、

玉城町の農業ご視察のため、皇太子殿下が

ご来町されました。大変名誉なことであり

ます。先日から玉城町を舞台に全国的な行

事が続いており、折角の行事を一過性のも

のとせず、町内に広げる方策も考えていき

たいものです。

また、10月1日から「ふるさと応援寄附

金」を本格的に実施しましたところ、たく

さんの方からご寄附をいただいておりま

す。“たまき”を想ってくださる方々に感

謝申し上げます。世間では「メーク・レジ

ェンド」が流行語大賞の候補と聞きます。

玉城町もこれまでの大切な伝統・文化を守

り、築いていきたいものです。クレジット

カードでもご寄附いただけますので、みな

さんのご協力をお願いします。

最近、町内で交通事故が多発しておりま

す。“少し”の心がけで事故は防げます。

年末何かと忙しい時期でありますが、心に

ゆとりをもって、思いやりのある運転をお

願いします。

町長

コラム
町長

コラム

COLUMN in December,2008

平成20年11月17日　町長室にて

玉城町長

年末年始業務の　年末年始業務の　

一 般 事 務

役場一般事務 電話（58）8200
年末　12月26日（金）午後5時まで
年始　 1月 5日（月）午前8時30分から

スポーツ・文化施設

●中央公民館・総合グラウンド・町体育センター・
お城広場（占有使用の場合）・町営テニスコート

TEL（58）6331
年末 １２月２８日（日） 午後５時まで
年始 １月　４日（日） 午前８時30分から

●戸籍関係の届出は宿直室へ
TEL（58）8213

閉庁期間中の死亡届などの戸籍関係の届出や火
葬・埋葬の申請などで役場にお越しの際は、厚生
棟（役場庁舎裏）１階の宿直にお申し出ください。

●村山龍平記念館・奥書院 TEL（58）8212
年末 １２月２８日（日） 午後５時まで
年始 １月　４日（日） 午前８時30分から

●ふれあいの館　　　　　　TEL（58）8800
●ふるさと味工房アグリ　　TEL（58）8686
年末 １２月３０日（火）まで
年始 １月　２日（金）から

※１２月２４日（水）は臨時営業
※１２月３０日（火）、１月２日（金）、
３日（土）の営業は午後６時まで
※１月１３日（火）は臨時休業

アスピア玉城

●し尿くみ取り
年末 １２月２９日（月）まで
年始 １月　５日（月）から
お申し込み予約は１２月１０日（水）までに
奥山衛生　　　TEL（５８）２７２２
度会玉城衛生　TEL（５８）４６４９

環境・衛生
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a
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n

ま
ち
に
講
師
が
や
っ
て
来
る

『
第
３
回
ふ
る
さ
と
講
演
会
』
開
催

総
務
課
（
５
８
）
８
２
０
０

有
田
小
学
校
百
周
年
実
行
委
員
会
（
５
８
）
２
３
２
１

玉
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
方
々
を
ふ
る
さ
と
に
お
招
き
し
、
そ
の
専
門
と
す
る

世
界
と
自
ら
の
人
生
や
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
講
演
を
行

い
ま
す
。

第
３
回
は
、
幼
少
時
代
を
玉
城
で
過
ご
さ
れ
、
現
在
、

美
和
ロ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
ま
た
日
本
ロ

ッ
ク
工
業
会
会
長
と
し
て
ご
活
躍
中
の
和
氣
正
雄
氏
を

お
招
き
し
ま
す
。

■
第
３
回
ふ
る
さ
と
講
演
会

▼
日
に
ち
　
平
成
21
年
１
月
10
日
（
土
）

▼
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
内
　
容

『
私
が
歩
い
て
き
た
道
、

そ
し
て
学
ん
だ
こ
と
』

▼
場
　
所
　
保
健
福
祉
会
館
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
講
　
師
　
和
氣
正
雄
氏

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

昭
和
10
年
生
ま
れ
。
昭
和

61
年
　
美
和
商
事
（株）
、
美
和
産

業
（株）
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
平
成
５
年
に
両
社
を
合
併

し
「
美
和
ロ
ッ
ク
（株）
」
代
表
取

締
役
社
長
と
な
る
。
平
成
16
年
に
同
社
代
表
取
締
役
会

長
に
就
任
し
現
在
に
至
る
。
こ
の
他
、
日
本
ロ
ッ
ク
工

業
会
会
長
を
は
じ
め
、
日
本
防
犯
設
備
協
会
理
事
な
ど

数
多
く
の
役
職
を
務
め
る
。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
建
設
産
業
課
　
（
５
８
）
８
２
０
５

次
の
要
領
に
よ
り
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

●
募
集
住
宅

第
２
城
東
団
地
　
　
低
層
耐
火
２
階
建
　
３
Ｄ
Ｋ

城
東
団
地
　
　
　
　
中
層
耐
火
４
階
建
　
３
Ｄ
Ｋ

●
募
集
戸
数

２
戸

※
た
だ
し
、
募
集
中
に
空
戸
数
が
増
と
な
っ
た
場
合

は
、
募
集
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

●
募
集
受
付
期
間

12
月
１
日
（
月
）
〜
12
月
15
日
（
月
）
ま
で
の

毎
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で
受
付

し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
入
居
料
及
び
敷
金

入
居
料
は
前
年
度
所
得
か
ら
算
出
し
ま
す
。
敷
金

は
、
入
居
料
の
３
カ
月
分
で
す
。

※
収
入
基
準
額
（
月
額
）
20
万
円
を
超
え
て
い
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
入
居
資
格
者

玉
城
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
玉
城
町
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
。

※
１
　
単
身
者
、
ま
た
は
家
族
を
不
自
然
に
分
割
し

て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
２
　
そ
の
他
、
玉
城
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
基

づ
き
、
入
居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
方
法

入
居
申
込
書
に
下
記
の
書
類
を
添
付
し
、
町
建
設

産
業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
営
住
宅
（
補
欠
）
入
居
申
込
書

②
入
居
者
（
全
員
）
の
住
民
票

③
平
成
20
年
度
（
平
成
19
年
分
）
所
得
証
明
書
も
し

く
は
平
成
19
年
分
源
泉
徴
収
票

④
在
勤
在
職
証
明
書
（
様
式
有
）

⑤
玉
城
町
町
営
住
宅
連
続
抽
選
落
選
者
申
告
書

※
連
続
抽
選
落
選
者
と
は
直
前
３
回
の
町
営
住
宅
の

募
集
に
お
い
て
抽
選
で
落
選
し
た
も
の
と
す
る
。

⑥
完
納
証
明
書
（
玉
城
町
内
勤
務
で
町
外
に
在
住
し

て
い
る
方
は
、
在
住
の
役
所
で
お
取
り
寄
せ
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

●
入
居
日

平
成
21
年
１
月
中
旬
を
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
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保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
11
月

上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

③
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
２
月
上
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

④
「
控
除
証
明
書
」
は
、
年
末
調
整
、
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」
巡
回
相
談

▼
日
に
ち

12
月
10
・
24
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所

町
役
場
　
※
要
予
約

下
水
道
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

上
下
水
道
課
（
５
８
）
８
２
０
７

町
の
下
水
道
計
画
は
、
生
活
排
水
の
放
流
体
系
に
合

わ
せ
外
城
田
川
水
系
地
域
を
公
共
下
水
道
で
、
宮
川
水

系
（
汁
谷
川
、
菱
川
）
地
域
を
農
業
集
落
排
水
事
業
で
、

ま
た
個
別
処
理
が
経
済
的
に
有
利
な
地
区
に
お
い
て
は

合
併
浄
化
槽
で
、
効
率
か
つ
適
正
な
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
公
共
下
水
道
事
業
は
、
町
と
県
及
び
伊
勢

市
、
明
和
町
が
一
体
と
な
っ
て
「
宮
川
流
域
下
水
道
」

に
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
整
備
に
は
長
い
期
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
田
丸
、
佐
田
及
び
妙
法

寺
地
区
に
お
い
て
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
で
整
備
を
先
行

し
て
進
め
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
汚
水
処
理
を
始
め
て

い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
公
共
下
水
道
計
画
区
域
は
、「
宮
川
流

域
関
連
玉
城
町
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
よ
り
、
平

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
　
（
５
８
）
８
２
０
３

■
「
国
民
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
」

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所
　
（
２
７
）
３
６
０
４

（
一
）
老
齢
年
金
は
税
法
上
、
雑
所
得
と
み
な
さ
れ
所

得
税
が
か
か
り
ま
す

①
所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
公
的
年
金

等
の
受
給
権
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
（
平
成
21
年

分
）」（
ハ
ガ
キ
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
こ
の
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）
は
11
月
上
旬
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月
１
日

ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
必
着
す
る
よ
う
提

出
し
て
下
さ
い
。

③
親
族
が
い
な
く
て
も
、
提
出
す
れ
ば
基
礎
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得

税
の
課
税
対
象
で
は
な
い
の
で
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

④
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
る
方
。

・
65
歳
未
満
の
方
・
・
・
１
０
８
万
円
以
上

・
65
歳
以
上
の
方
・
・
・
１
５
８
万
円
以
上
　

⑤
年
金
額
が
④
の
額
よ
り
少
な
い
方
で
も
、
二
つ
以
上

の
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
合
計
額
が
④

の
金
額
を
超
え
て
い
る
方
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

方
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
二
）
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す

①
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
「
控
除
証
明
書
」
を

添
付
し
て
一
年
間
の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
被
保
険
者
ご
本
人
あ
て
に
、「
社
会

成
17
年
度
か
ら
整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

前
回
（
平
成
17
年
９
月
号
）
の
「
玉
城
町
汚
水
処
理

整
備
計
画
」
の
報
告
で
は
、
県
が
施
工
す
る
流
域
下
水

道
宮
川
幹
線
の
宮
川
17
接
続
点
（
田
丸
大
橋
南
側
）
に

平
成
22
年
度
末
到
達
予
定
で
し
た
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
か
ら
、
到
達
時
期
が
平
成
24
年
度
に
ず
れ
込
む
見
通

し
と
な
り
、
流
域
下
水
道
区
域
の
供
用
開
始
時
期
も
平

成
24
年
度
末
以
降
の
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

町
内
の
整
備
は
、
平
成
17
年
度
の
計
画
通
り
進
め
て

行
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
平
成
12
年
度
に
宮

古
地
区
、
平
成
17
年
度
に
は
岩
出
・
中
角
地
区
で
汚
水

処
理
を
始
め
て
い
ま
す
。

最
終
事
業
と
な
る
、
三
郷
・
昼
田
地
区
も
平
成
21
年

度
に
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
た
よ
り

教
育
委
員
会
　
（
５
８
）
８
２
１
２

中
央
公
民
館
　
（
５
８
）
６
３
３
１
　

■
平
成
21
年
玉
城
町
成
人
式

平
成
21
年
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
新
成
人
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち

平
成
21
年
１
月
11
日
（
日
）

▼
時
　
間

午
前
９
時
30
分
（
受
付
）

午
前
10
時
（
式
典
開
始
）

▼
場
　
所

中
央
公
民
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

な
お
、
式
典
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
当
町
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
12
日
（
金
）
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
、
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
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社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち

12
月
10
日
（
水
）
・
20
日
（
土
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち

12
月
10
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
　
容

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
よ
う
♪

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
行
い
ま
す

▼
持
　
物

１
０
０
円
く
ら
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
未
使

用
の
も
の
）

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
に
ち

12
月
19
日
（
金
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象
者

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

▼
日
に
ち

12
月
３
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

▼
場
　
所

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
に
ち

12
月
10
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
後
３
時
45
分
〜
４
時
15
分

保
健
事
業
た
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
７
３
７
３

■
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に

〜
日
頃
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
〜

年
々
、
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
健
康
保
険

制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ
て
費
用
負
担
を
し
て
い

ま
す
。
大
切
な
医
療
費
を
無
駄
使
い
し
な
い
よ
う
、
日

頃
か
ら
上
手
な
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

で
き
る
こ
と

重
複
受
診
を
さ
け
ま
し
ょ
う

１
つ
の
病
気
で
複
数
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、

両
方
で
初
診
料
が
か
か
っ
た
り
同
じ
よ
う
な
薬
を
も
ら

っ
た
り
、
医
療
費
が
重
複
し
て
か
か
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
が
い
る
と
、
急
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
相
談
や
診
療
が
う
け
や

す
く
な
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

早
期
に
生
活
習
慣
病
を
み
つ
け
る
た
め
に
も
定
期
的

に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
玉
城
町
国
民
健
康
保

険
の
特
定
健
康
診
査
実
施
期
間
は
、
12
月
26
日
ま
で

で
す
。

▼
場
　
所

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子
さ
ん

（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

個
別
受
信
機
（
防
災
行
政
無
線
）
の

乾
電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に
！

総
務
課
（
５
８
）
８
２
０
０

■
赤
ラ
ン
プ
が
点
滅
す

る
と
交
換
の
サ
イ
ン
！

町
内
１
世
帯
に
１
台
、

貸
与
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
個
別

受
信
機
は
、
表
面
パ
ネ
ル
の
「
乾
電

池
」
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
す
る
と
電

池
交
換
の
合
図
で
す
。

交
換
方
法
は
、
右
側
面
の
「
電
源
」

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
表
面
パ
ネ
ル
の

電
池
収
納
ふ
た
を
移
動
さ
せ
（
写
真
）、

乾
電
池
（
単
２
ま
た
は
単
３
）
を
入

れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
切
れ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

乾
電
池
か
ら
液
が
漏
れ
、
故
障
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
故
障
し
た
場
合
、
２
台
目
か
ら
は
有

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
転
出
・
転
居
時
は
必
ず
返
却
を
！

町
外
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
総
務
課
へ
受
信

機
（
付
属
品
、
説
明
書
な
ど
）
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
で
転
居
す
る
場
合
も
、
機
械
内
部
の
設

定
変
更
を
し
ま
す
の
で
受
信
機
を
お
持
ち
の
上
、
総
務

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町税納期のお知らせ 税務住民課　（58）8201

12月25日（木） 固定資産税（第４期）

○ ＡＣ電源

乾電池

○ 録音

○ 



保健（母子） 

子育て 

保健（成人） 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

12月24日
（水） 

10：20～11：30 保健福祉会館 離乳食の講話と試食・絵
本の読み聞かせ 

生後８カ月～１歳
６カ月未満のお子
さんとその保護者 

― 

要 

12月4日 
(木） 

13：15～13：30 
（受付時間） 

保健福祉会館 

歯科衛生士による歯
の講話・寝かせ磨きの
指導・歯科健診・フッ
化物塗布の体験 

平成18年8月1日
～10月31日生ま
れのお子さん 
前回未受診のお子さん 

要 歯っぴい教室 

離乳食教室 

12月12日 
（金） 

10：00～11：30 
(受付時間） 

保健福祉会館 

身体計測・離乳食や
子育て全般に関する
相談・助産師のおっ
ぱい相談 

生後2カ月～
未就園のお子
さん 

乳幼児相談 

おっぱい相談
のみ要予約。 
母子手帳をお
持ちください。 

12月10日
(水） 

12：50～13：20 
（受付時間） 

保健福祉会館 
小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など 

平成17年6月1日
～7月31日生まれ
のお子さん 
前回未受診のお子さん 

― 3歳児 
健康診査 

※該当児には個
人通知 

12月12日 
(金)

７カ月児相談 13：00～13：15 
(受付時間） 

保健福祉会館 

はな♪はな♪おはなし
会さんの絵本の読み聞
かせ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談 

平成20年5月16日
～6月15日生まれ
のお子さん 
前回未受診のお子さん 

― ※該当児には個
人通知 

※該当児には個
人通知 

母子手帳をお
持ちください。 

子育て支援＆保健事業カレンダー　健康管理センター（58）7373

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

12月４日
(木） 

２歳児のお子さん
集まれー！ 

10：30～11：30 保健福祉会館 クリスマス会 
H17.4.2～18.4.1
生まれのお子
さん 

要 

12月18日
(木） 

毎週 
月～金曜日 

10：30～11：30 保健福祉会館 クリスマスかざりを
作ろう 

０・１歳のお
子さん 

― 

10：00～15：00
保健福祉会館
（幼児児童福祉 
 室） 

親子が楽しくふれあ
う場です。保護者から
の子育て相談もお受
けします。 

子育て中の親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎） 

― 

０．１ひろば 

子育て支援 
タイム 
「にこにこ」 

土・日・祝日は
休み 

12月3日 
(水） 

糖尿病 
予防教室 

9：30～12：00 保健福祉会館 講話・調理実習 
町内在住・在勤
の方なら誰でも 要 

12月1日・ 
８日・15日 
(月)

12月16日 
(火） 

12月4日 
(木） 

10：00～11：30

13：30～15：00

保健福祉会館 

手遊び、レクリエーシ
ョン、簡単なストレッ
チ体操、「わ」クラブに
よる体操など 

40歳以上の方 ― 

9：30～11：30 保健福祉会館 

保健福祉会館 

血圧測定、検尿、健康に
関する相談 

健診の結果をもとにし
た相談 

40歳以上の方 

健康診査また
は人間ドック
を受けた方 

― 

― 

いきいき 
クラブ 

健康相談 

健診後相談 

エプロン・お米
１/２カップ・材
料費300円 

健診結果を必ず
ご持参ください。 

毎週 
火・金曜日 
第2土曜日 

【火・金】 
13：30～16：45 
【土】 
9：00～11：45

玉城病院 

【40歳以上】 
マンモグラフィ検診・超音
波検診・医師の視触診 
【30～39歳】 
超音波検診・医師の視触診 

30歳以上の方 要 
個別 
乳がん検診 

料金 
40歳以上：1,200円 
30～39歳：700円 
 
年度内は１人１回
に限ります。 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 
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町立保育所園庭開放のご案内
12月３日（水）午前中（田丸保育所・有田保育所）
12月17日（水）午前中（外城田保育所・下外城田保育所）

※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。
外城田 58-3925 田丸　　　58-3077
有田 58-4411 下外城田　58-4932

12
月
は
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ま
た
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
に
と
っ
て
も
心
躍
る
楽
し
い
月
で
す
ね
。

今
回
は
、
保
健
福
祉
会
館
で
支
援
セ
ン
タ
ー
が
や
っ
て

い
る
子
育
て
支
援
タ
イ
ム
「
に
こ
に
こ
」
の
様
子
を
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
に
こ
に
こ
」
は
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
常
駐
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
「
に
こ
に
こ
」
に
溶
け
込

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
た
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
広
い
と
は
い
え
な
い
部
屋
で
す

が
、
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
に
一
番

人
気
が
あ
る
の
は
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
と
大
き
な
す
べ
り
台

付
き
の
遊
具
で
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
絵
本
が
読
め
た

り
、
ま
ま
ご
と
が
で
き
ま
す
。
机
で
は
、
お
絵
か
き
を
し

た
り
、
シ
ー
ル
は
り
を
楽
し
ん
で
い
る
子
も
い
ま
す
。
ベ

ー
ビ
ー
ベ
ッ
ト
も
あ
り
、
下
の
お
子
さ
ん
が
小
さ
い
場
合

も
利
用
し
て
も
ら
え
ま
す
。
２
、
３
歳
に
な
る
と
、
何
回
か

続
け
て
「
に
こ
に
こ
」
へ
遊
び
に
き
て
く
れ
て
い
る
う
ち

に
、
お
友
だ
ち
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
き
ま
す
。
そ
し

て
遊
び
の
中
で
、
お
互
い
に
う
な
ず
き
あ
っ
た
り
、
笑
い

あ
っ
た
り
、
手
を
つ
な
い
だ
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
姿
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
も

ち
ゃ
の
取
り
合
い
で
ケ
ン
カ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
互
い
の
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
合
い
、
折
り
合
い
を
つ
け
て

い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
お
う
ち
で
一
人
で
遊
ん

で
い
た
ら
、
こ
う
い
う
経
験
は
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
ま
た

座
っ
た
り
、
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ど
も

た
ち
は
、
ど
ん
ど
ん
活
動
し
た
く
な
り
ま
す
。
歩
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
が

広
が
り
、
お
う
ち
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
散
ら
か
し
始
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
お
う
ち
に
い
る
と
、
片
付
け
て
も
片
付

け
て
も
散
ら
か
す
の
で
、
お
母
さ
ん
も
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す

よ
ね
。「
に
こ
に
こ
」
で
は
、
発
達
に
応
じ
た
遊
び
方
や
、

お
片
づ
け
も
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
手
伝
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

お
う
ち
に
い
る
と
、
お
母
さ
ん
も
家
事
の
こ
と
が
頭
か

ら
離
れ
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
育
児
を
し
な
が
ら

家
事
を
し
て
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
に
こ
に
こ
」
へ
来
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
見
て
い
る
と
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
「
に
こ
に
こ
」
に
来
て

い
る
間
は
、
家
事
の
こ
と
は
置
い
と
い
て
、
今
、
目
の
前

の
こ
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。
こ
ど
も
に

と
っ
て
も
生
活
の
リ
ズ
ム
が
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
「
に
こ
に
こ
」
で
何
回
か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
ど
も
を
通
し
て
お
母
さ
ん
同
士
の
つ
な
が
り

も
で
き
て
き
ま
す
。
情
報
を
交
換
し
た
り
し
て
和
や
か
に

お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
う
ち
で
は
お
守
り
が
大
変

で
」
と
、
連
れ
て
き
て
く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
い
つ
で
も
笑
顔
で
暖
か
く

お
迎
え
す
る
準
備
を
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

玉
城
町
の
す
べ
て
の
こ
ど
も
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら

成
長
し
て
い
く
手
助
け
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
な
ど
は
、

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
７
３
７
３
へ
お
気
軽
に

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル
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人
権
週
間
12
／
４
〜
12
／
10

税
務
住
民
課
　
（
５
８
）
８
２
０
１
　

12
月
５
日
「
特
設
人
権
相
談
」
を
開
設
し
ま
す

相
続
、
親
子
、
離
婚
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所
付
き

合
い
な
ど
相
談
所
へ
ご
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
】

▼
日
に
ち

12
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
和
室

ありがとう手帖 ありがとう手帖 ありがとう手帖 
《一般寄附》
【10月23日】
●玉城町カラオケボランティア『カナリ
ア会』様から福祉事業にと34,094円を
ご寄附いただきました。
●小辻紀行（蚊野）さんから「鯉」15匹をいただきました。
【10月29日】
●カラオケ玉城『チャリティー歌謡祭』実行委員会様　25,473円

《ふるさと応援寄附金（10/1～10/31）》
●ふるさと応援寄付金として2名から6万円ご寄附いただきました。
※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ホームページで紹介しています。

《社会福祉協議会》
【10月16日】 ●玉城健康教室一同様　100,000円

⑦
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・
手
数
料
は
、
従
来
の
手
数
料
に
４
５
０
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

上
場
株
券
を
お
手
元
に
お
持
ち
の
方
へ

東
海
財
務
局
津
財
務
事
務
所
総
務
課
　

０
５
９
（
２
２
５
）
７
２
２
１

お
手
元
の
上
場
株
券
は
ご
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
ま

す
か
？
今
す
ぐ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
１
月
実
施
予
定
の
株
券
電
子
化
に
よ
り
、

他
人
名
義
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
あ
な
た
の
株
主
と
し
て

の
権
利
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご

本
人
名
義
で
な
い
と
き
は
、
早
急
に
名
義
書
換
え
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
お
近
く

の
証
券
会
社
や
株
主
名
簿
管
理
人
（
信
託
銀
行
等
）
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
金
融
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.fsa.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
募
集
の
案
内

自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部

伊
勢
地
域
事
務
所
　
（
２
３
）
３
８
８
０
　

■
「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
募
集
中

▼
資
　
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
男
子
）

▼
受
　
付

平
成
21
年
１
月
６
日
（
火
）
ま
で

▼
試
　
験

平
成
21
年
１
月
10
日
（
土
）

▼
場
　
所

陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地

■
平
成
21
年
度
４
月
入
隊

「
２
等
陸
・
海
・
空
士
」
募
集
中

▼
資
　
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
男
子
）

▼
受
　
付

12
月
12
日
（
金
）
ま
で

▼
試
　
験

12
月
13
・
14
日
（
土
・
日
）
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冬
の
風
物
詩

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

始
ま
る

玉
城
町
商
工
会
　
（
５
８
）
３
２
１
１

12
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
前
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
彩
ら
れ
ま
す
。

▼
期
　
間

12
月
１
日
（
月
）
〜
１
月
31
日
（
土
）

（
予
定
）

▼
時
　
間

午
後
５
時
〜

午
後
10
時

12
月
13
日
（
土
）
に
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。

※
予
備
日
14
日
（
日
）

昨年の『冬まつり』の様子

運
転
免
許
証
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す

三
重
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

０
５
９
（
２
２
９
）
１
２
１
２

伊
勢
警
察
署
交
通
課
　
（
２
０
）
０
１
１
０

三
重
県
警
で
は
、
平
成
21
年
１
月
４
日
か
ら
運
転
免

許
証
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
。

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
は
、
偽
変
造
が
き
わ
め
て

困
難
で
、
不
正
使
用
を
防
止
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

籍
は
内
蔵
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
み
に
記
録
さ
れ
る

た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
運
転
免
許
証
表
面
の
記
載
内
容
が

記
録
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
読
み
取
り
に
は
、
暗

証
番
号
（
４
桁
の
も
の
を
２
組
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
現
在
の
運
転
免
許
証
は
、
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。
次

回
更
新
の
際
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

▼
場
　
所

陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地

お
問
合
せ
は
、
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
伊
勢
地

域
事
務
所
（
〒
５
１
６
―

０
０
１
７
　
伊
勢
市
神
久
２

丁
目
１
―

58
角
谷
ビ
ル
２
Ｆ
）
へ

放
送
大
学
　
平
成
21
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
学
生
募
集

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
９
（
２
３
３
）
１
１
７
０

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。
平

成
20
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
教
養
学
部
学
生
お
よ

び
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
学
生
種
類

全
科
履
修
生：

大
学
卒
業
を
目
的
に
学
ぶ

選
科
履
修
生：

１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

科
目
履
修
生：

半
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

▼
入
学
試
験
・
入
学
資
格

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
卒
業
を
目
的
と
す
る
全
科
履
修
生
は
18
歳
以

上
で
、
高
等
学
校
卒
業
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

方
。
そ
の
他
は
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
。

▼
学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、

ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授
業
を
視
聴

す
る
か
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
利
用
し

て
学
習
し
ま
す
。（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
一
部
地
域
で

視
聴
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
応
募
期
限

12
月
15
日
（
月
）

〜
平
成
21
年
２
月
28
日
（
土
）
ま
で

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
　
０
５

９
（
２
３
３
）
１
１
７
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.u-air.ac.jp

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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出
奔

し
ゅ
っ
ぽ
ん

す
る
人
々
は
、
周
囲
の
人
々
や
親
し
か
っ
た
人
々
に

別
離
の
悲
し
み
も
述
べ
ず
に
、
知
ら
ぬ
間
に
何
処
へ
と
も
な

く
、
自
分
だ
け
で
、
或
い
は
家
族
も
引
き
連
れ
て
姿
を
消
す

の
で
あ
る
。

「
萬
歳
留
」
に
は
、
勢
州
田
丸
領
内
旧
里
切
れ
（
出
奔
者
が

何
処
か
で
罪
を
犯
す
と
、
家
族
の
者
も
連
帯
責
任
で
処
罰
さ
れ

る
の
で
、
出
奔
者
と
縁
を
切
っ
て
、
他
人
と
な
る
事
）
が
四
年

間
で
三
百
人
も
あ
る
と
い
う
記
録
が
載
っ
て
い
る
。

同
じ
勢
州
内
で
も
、
松
坂
や
白
子
と
比
較
し
て
も
、
田
丸
領

で
の
旧
里
切
れ
が
多
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

為
政
者
の
判
断
で
は
、
田
丸
近
在
の
百
姓
は
、
農
作
業
は
身

を
入
れ
て
行
う
職
業
で
は
な
い
と
考
え
、
眼
前
の
利
得
に
心
を

奪
わ
れ
る
者
が
多
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
百
姓
は
生
業

な
り
わ
い

に
あ
ら
ず
、
商
い
の
道
こ
そ

わ
が
生
き
甲
斐
の
道
な
り
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
そ

の
実
例
は
多
い
。

百
姓
が
利
得
に
走
る
傾
向
は
、
当
時
の
為
政
者
を
保
護
し
て

い
る
体
制
の
崩
壊
を
速
め
る
切
っ
掛
け
と
も
な
っ
た
か
ら
、
そ

れ
を
恐
れ
て
、
そ
の
傾
向
を
押
さ
え
込
む
意
味
で
、
田
丸
近
在

の
百
姓
を
蔑
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
け
だ
し
、
当
然
の
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
旧
里
切
れ
で
故
郷
を
放
逐
さ
れ

た
人
や
、
故
郷
に
見
切
り
を
つ
け
て
遠
く
へ
去
っ
た
人
達
が
、

一
念
発
起
し
、
商
い
に
精
を
出
し
、
店
を
持
つ
ま
で
に
成
功
し

て
、
儲
け
の
一
部
を
江
戸
の
紀
伊
徳
川
家
の
役
所
に
献
金
を
し

て
、「
地
士
格
」
を
得
、
そ
の
知
ら
せ
が
役
所
を
通
じ
て
故
郷

の
家
に
連
絡
さ
れ
、
家
族
の
者
が
戸
惑
っ
た
例
は
、
幾
つ
も
記

録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
人
で
は
な
く
、「
定
」
に
違
背

い

は

い

の
理

由
で
、
領
内
か
ら
追
放
さ
れ
た
人
々
は
実
に
多
い
。
江
戸
時
代

前
半
で
は
、
特
に
年
貢
の
未
進
（
未
納
）
や
博
打
の
共
犯
・
公

金
の
不
適
切
な
処
理
等
の
責
め
を
負
い
、
五
里
外
追
放
・
ご
領

分
追
放
等
に
処
せ
ら
れ
た
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

自
分
の
意
志
で
領
外
へ
出
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
一
層
哀
れ
で

あ
る
。
何
時
ま
で
も
故
郷
へ
の
未
練
に
心
が
と
ら
わ
れ
、
無
宿

者
の
身
分
も
忘
れ
、
国
境
外
辺
り
で
堂
守
や
賃
仕
事
に
雇
わ
れ
、

生
き
永
ら
え
る
人
が
多
い
。
十
年
・
二
十
年
が
経
過
し
、
故
郷

の
縁
者
が
相
談
し
て
赦
免
願
を
奉
行
所
へ
出
す
が
、
年
貢
未
進

が
理
由
の
追
放
は
殆
ど
赦
免
さ
れ
た
類
例
が
な
い
。
そ
の
う
ち

風
の
便
り
に
、
こ
の
地
に
お
い
て
相
果
て
申
し
候
と
い
う
言
伝

て
が
あ
っ
て
一
生
が
消
え
去
る
の
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
為
政
者
の
恣
意
的
な
心
の
ま
ま

に
作
ら
れ
た
掟
で
、
社
会
の
人
々
が
自
分
の
一
生
を
棒
に
振
ら

ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
社
会
は
、
誠
に
言
い
よ
う
も
な
く
、
不

条
理
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

紀
伊
徳
川
家
支
配
初
期
に
は
、
分
地
制
限
が
あ
っ
た
。
田
畑

が
相
続
な
ど
で
分
地
さ
れ
、
農
業
が
零
細
化
さ
れ
る
と
天
災
な

ど
の
災
害
に
対
す
る
抵
抗
力
が
、
非
常
に
弱
く
な
る
。
所
有
田

四
、
五
反
の
百
姓
で
は
、
少
し
の
被
害
で
も
お
手
上
げ
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
統
治
者
も
あ
る
程
度
は
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
が
多
く
な
る
。
そ
れ
故
、
零
細
化
さ
れ
る
こ
と
を
防

止
す
る
必
要
か
ら
、
分
地
制
限
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
、

百
姓
家
の
次
男
や
三
男
の
生
き
る
道
が
途
絶
え
る
。
嗣
子
の
家

に
雇
わ
れ
る
形
で
一
生
を
暮
ら
す
か
、
あ
る
い
は
、
出
稼
ぎ
に

出
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
だ
か
ら
、
跡
継
ぎ
以
外
の
子
供
た

ち
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
そ
の
た
め
の
躾
け
を
さ
れ
、
長
じ
て
奉

公
に
出
さ
れ
る
。
村
々
各
所
に
残
さ
れ
て
い
る
「
出
稼
ぎ
人
調

査
」
に
よ
っ
て
も
、
上
方
や
江
戸
へ
向
か
っ
た
人
達
が
多
い
の

も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

出
稼
ぎ
が
、
村
で
の
生
活
の
あ
ぶ
れ
を
解
消
す
る
最
善
の
方

法
で
あ
る
と
わ
か
る
と
、
村
々
を
去
る
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
農
村
事
情
が
予
想
も
し
な
い
よ
う
な
事
態
を
引

き
起
こ
し
た
。

【
原
作
提
供
者
　
加
納
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の
行
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テ
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放
送
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了

地
上
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タ
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放
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対
応
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テ
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ビ
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買
い
換
え
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②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
を
買
い
足
す

③
地
上
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ジ
タ
ル
放
送
対
応

済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
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レ
ビ

で
視
聴
す
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方
法
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
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こ
と
は
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受
信
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ル
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レ
ビ
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送
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信
相
談
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へ
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せ
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だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換
な
ど

を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
身

に
お
ぼ
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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T a m a k i  T o p i c s

南部自動車学校では、高校生の方の入校を受付しています。18歳
になっていない方でも誕生日の３ヶ月前から教習を開始でき、
誕生日が来たら仮免許証を取得できますので、スムーズな免許
取得にはお早目の入校をオススメします。  
詳しくは、各高校の生徒指導部に資料を請求してください。  
※高校生の方に限り、フリータイム料金31,500円を無料にさせていただきます。 

高校生のみなさんナンブへ行こう！ 
無料スクールバス  

玉城町内運行中！ 

〒519-0503　伊勢市小俣町元町1648-10  
 Web： http://www.safety-nanbu.com　　 

おかげさまで、平成19年度普通免許入校数三重

県No.１を達成いたしました。高校生の免許取得

も南部自動車学校におまかせください！  

※三重県指定自動車教習所協会発表の資料による。 

有 料 広 告

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）                  
11月29日～                  
・０歳児親子のつどい（外城田保育所）                  
・南勢地区空手道大会                  
・野菜スタンプあそび（ゼロイチひろば）　など             
 12月6日～                                 
・幼児食教室                  
・保育所の活動　　　　　　　　　　　　など  
12月13日～                 
・スポ少軟式野球玉城大会                  
・玉城ふるさと演劇フェスティバル 　　 など     
12月20日～ 
・保育所生活発表会            　  　　 　  など    

行政・広報番組、企画・特別編集番組など                 
12月1日～                  
・第22回玉城町文化協会芸能発表会①                     

12月16日～                                 
・第22回玉城町文化協会芸能発表会②   

役場職員が町の事業紹介、お知らせなど 
12月5日～                  
・交通安全について                              
12月20日～                                  
・住民基本カードの推進について                 

町のお知らせ番組（音声付文字情報）                 
・番組の紹介、行政情報など                   

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。 
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。 

CATV
10ch
CATV
10ch

番組に対するお問合せ 

放送に対するお問合せ 

総務課　　　　　　　TEL 58-8200

（株）アイティビー制作部　TEL 27-0700

00 
15 
30 
45

00

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

知っ得、納得①
知っ得、納得②
ちょっとたまき①
ちょっとたまき②

ビデオレポート 

特別番組 

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 

ビデオレポート（毎週土曜日更新） 

特別番組（毎月1日・16日更新） 

知っ得、納得（毎月5日・20日更新） 

ちょっとたまき（毎週土曜日更新） 

議会放送（当日終了まで） 

11月25日～12月24日 

注意：番組は予告なく変更する場合があります。 



診療案内 玉城病院  TEL 58-3039

午前 8：45 

12：00
〜
 

午後 3：00 

5：00
〜
 

水曜日は6：00まで 

曜日 

診療科目 
診療時間 月 

内　科 小　林 小　林 小　林 杉　浦 

本泉院長 

関　口 

松　尾 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

関　口 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

急病の場合は 
お電話で 

お問合せください。 

三重大学 
整形外科 休診 

三重大学 
第2外科 

9：00～12：00

三重大学 
皮膚科 

小　林 小　林 

安　田 

安　田 

5：00～6：00
小　林 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

外　科 

整形外科 

特殊外来 

内　科 

外　科 

火 水 木 金 土・日・祝日 

≪休日・夜間はこちらへ≫ 伊勢市休日・夜間応急診療所 
伊勢市八日市場町13-1（伊勢市福祉健康センター内）内科・小児科 TEL25-8795，歯科 TEL27-0829 
※診察を受けられる方は、必ず保険証をご持参ください。 

スタッフ募集中　●看護師（准看護師）　●介護員 

有 料 広 告  

（平成20年10月31日現在） 人口 
男 

女 

世帯数 

第428号　平成20年12月号　編集：広報たまき編集委員会 
発行：玉城町役場総務課 
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2 
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp 
e-mail  info@town.tamaki.lg.jp

15,230人（+2人） 

7,446人（+2人） 

7,784人（±0人） 

4,968世帯（+8世帯） 

 

（ 　）は10月1日以降の増減 

TEL 58 - 8200   FAX 58 - 4494 

TEL 58 - 8200 

TEL 58 - 8201 

TEL 58 - 8203 

TEL 58 - 8207 

TEL 58 - 8205 

TEL 58 - 8204 

TEL 58 - 8210 

TEL 58 - 8211 

TEL 58 - 8212   FAX 58 - 7588 

 

TEL 58 - 3039   FAX 58 - 7299 

 

TEL 58 - 3770   FAX 58 - 3790

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

編 集 後 記  

皇太子殿下にもご覧いただい
たしめなわづくり。今が最盛期
でみなさん大忙し。いつも笑っ
て過ごせるよう願いたいもの
です。 
　　　　　　【撮影：広報編集委員会】 

■玉城町役場 

●総務課 

●税務住民課 

●生活福祉課 

●上下水道課 

●建設産業課 

●農林商工課 

●出納室 

●議会事務局 

●教育委員会（村山龍平記念館） 

●病院事務局 

　・玉城病院 

●介護老人保健施設ケアハイツ玉城 

　・介護老人保健施設 

 

 

　・訪問看護ステーション 

　・訪問介護 

　・居宅介護支援事業所  

■健康管理センター  

   （地域包括支援センター・子育て総合支援室) 

■保健福祉会館 

■社会福祉協議会 

■中央公民館 

■アスピア玉城 

●玉城ふれあいの館 

●ふるさと味工房 アグリ 

■さくら児童館 

■梅がおか児童館  

■いなほの郷児童クラブ室 

TEL 58 - 8117 

TEL 58 - 8117 

TEL 58 - 8822 

TEL 58 - 7373   FAX 58 - 7625 

　 

TEL 58 - 8000   FAX 58 - 8039 

TEL 58 - 6915   FAX 58 - 6916 

TEL 58 - 6331   FAX 58 - 7755 

 

TEL 58 - 8800   FAX 58 - 8801 

TEL 58 - 8686 

TEL 58 - 8527   FAX 58 - 8528 

TEL 58 - 8345   FAX 58 - 8346 

TEL 58 - 3956   FAX 58 - 3956 

　　　　   TEL 58-8213休日・夜間当直室 

広報たまき 

お 知 ら せ  お 知 ら せ  

Mie Tamaki Town
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